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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

東
海
道 

桑
名
宿

第
16
回

は
じ
め
に

　

桑
名
市
は
、
三
重
県
の
北
部
、
名

古
屋
市
の
中
心
部
か
ら
約
25
㎞
の
圏

内
に
位
置
す
る
人
口
約
14
万
人
、
面

積
は
１
３
６
・
68 

㎢
の
都
市
で
す
。

　

伊
勢
湾
へ
と
流
れ
る
木
曽
川
・
長

良
川
・
揖い
び
が
わ

斐
川
の
三
大
河
川
の
最
下

流
部
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
河
川
に
沿
っ

て
広
が
る
平
野
部
や
、
養
老
山
地
か

ら
連
な
る
多
度
山
な
ど
、
水
と
緑
豊

か
な
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と

発
展
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
近
鉄
名
古
屋
線
Ｊ
Ｒ
関

西
本
線
が
並
行
し
て
走
り
、
桑
名
駅

を
基
点
と
し
て
、
岐
阜
県
大
垣
市
へ

つ
な
が
る
養
老
鉄
道
や
、
い
な
べ
市

へ
つ
な
が
る
三
岐
鉄
道
北
勢
線
と

い
っ
た
鉄
道
が
あ
り
、
地
域
の
公
共

交
通
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
と
も
に
、
東
名
阪
自
動
車

道
や
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
、
国
道
１

号
や
23
号
、
２
５
８
号
な
ど
の
広
域

幹
線
道
路
が
市
内
を
通
っ
て
お
り
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
５
カ
所
あ
り

ま
す
。
地
理
的
優
位
性
の
高
さ
か
ら

中
京
圏
や
関
西
圏
の
み
な
ら
ず
、
全

国
各
地
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す

い
交
通
・
交
流
拠
点
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

東
海
道
42
番
目
の 

宿
場
町「
桑
名
」

「
そ
の
手
は
桑
名
の
焼
き
は
ま
ぐ

り
」、
だ
じ
ゃ
れ
の
元
祖
と
も
い

わ
れ
る
こ
の
洒し
ゃ
れ落
言
葉
は
、
江

戸
で
も
桑
名
の
焼
き
蛤
は
ま
ぐ
りが
い
か

に
有
名
だ
っ
た
か
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。『
東と
う
か
い
ど
う
ち
ゅ
う
ひ
ざ
く
り
げ

海
道
中
膝
栗
毛
』の

弥
次
郎
兵
衛
・
喜
多
八
も
、
桑

名
で
こ
の
焼
き
蛤
を
肴さ
か
な
に
酒
を

飲
ん
で
い
ま
す
。

　

東
海
道
42
番
目
の
宿
場
町
で

あ
る
桑
名
は
、
旅
籠
の
数
で
は

隣
の
宮
宿
に
次
い
で
多
い
宿
場

で
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
宮

宿
と
桑
名
宿
の
間
が
近
世
東
海
道
で

唯
一
の
海
路
、
船
で
の
行
程
で
あ
っ

た
た
め
、
天
候
不
良
な
ど
で
船
が
出

な
い
こ
と
も
あ
り
、
船
待
ち
の
た
め

“
そ
の
手
は
桑
名
の
焼
き
は
ま
ぐ
り
”

桑く
わ
な名

市
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三
重
県
）　

伊い

と

う藤
徳な

る
た
か宇

海上七里を船に乗り、渡しに着いたことから“七里の渡”と呼ばれていた「七里の渡跡」

昔は枯れた松かさなどを燃やしながら焼いた桑名の名物「焼きはまぐり」
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の
宿
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
渡
し
場
の
跡
は
、
三
重
県
指
定

史
跡
「
七
里
の
渡
跡
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
伊
勢
神
宮
へ
参
拝

す
る
人
が
、
伊
勢
国
に
入
っ
て
最
初

に
く
ぐ
る
鳥
居
と
い
う
こ
と
で
、「
伊

勢
国
一
の
鳥
居
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
最
初
に
鳥
居
が
建
て
ら
れ
た
の

は
天
明
年
間
と
い
わ
れ
て
お
り
、
昭

和
の
初
め
ご
ろ
か
ら
は
、
伊
勢
神
宮

の
式
年
遷せ
ん
ぐ
う宮
に
合
わ
せ
て
、
20
年
に

一
度
建
替
え
て
お
り
、
昨
年
多
く
の

市
民
の
熱
意
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
建
っ
て
い
る
鳥
居
は
、
内
宮

宇
治
橋
の
鳥
居
と
し
て
20
年
間
使
用

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
前
は
外

宮
正
殿
の
棟
持
柱
だ
っ
た
御
用
材
に

な
り
ま
す
。

「
本
物
力
こ
そ
、
桑
名
力
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
い

て
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

桑
名
の
歴
史
的
位
置
付
け
は
、
古
代

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
古
代
の

日
本
に
お
け
る
最
大
の
内
戦
と
さ
れ

る
「
壬
申
の
乱
」
で
は
大お
お
あ
ま
の
み
こ

海
人
皇
子
、

後
の
天
武
天
皇
が
桑
名
を
拠
点
と
し

て
、
戦
い
に
勝
利
し
ま
し
た
。
吉
野

を
出
た
天
武
天
皇
は
、
持
統
天
皇
ら

と
と
も
に
伊
賀
国
を
経
て
伊
勢
国
に

入
り
、
桑
名
に
一
時
留
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
持
統
天
皇
を
桑
名
に
残
し
、

自
身
は
不ふ
わ
の
せ
き

破
関
へ
と
向
か
う
の
で
す
。

中
世
に
は
「
十じ
ゅ
う
ら
く楽の

津
」
と
も
称
さ
れ

た
ほ
ど
繁
栄
し
た
港
で
あ
り
、
こ
れ

は
木
曽
三
川
の
河
川
交
通
と
伊
勢
湾

を
行
く
海
上
交

通
の
結
節
点
と

い
う
地
理
的
特

性
に
よ
る
も
の

で
し
ょ
う
。

　

古
代
か
ら
現

在
に
い
た
る
ま

で
、
桑
名
は
東

西
交
通
の
要
衝

で
あ
り
続
け
て

い
ま
す
。
そ
し

て
、
江
戸
時
代

に
宿
場
町
・
城
下
町
と
し
て
栄
え
た

桑
名
の
町
衆
の
祭
り
が
、
今
も
続
く

日
本
一
や
か
ま
し
い
石
取
祭
で
す
。

「
桑
名
石
取
祭
の
祭
車
行
事
」
と
し
て

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
今
年
の
秋
に
は
全
国
の

山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
と
と
も
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
へ
の

登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
挙
げ
た
、
焼
き
蛤
・
七

里
の
渡
跡
・
石
取
祭
な
ど
、
桑
名
に

は
全
国
に
誇
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
が
多
数

あ
り
ま
す
。
今
、「
本
物
力
こ
そ
、
桑

名
力
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
桑

名
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
東
海
道
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
こ

と
も
、
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
桑
名
の
本
物
を

全
国
に
発
信
し
、
桑
名
フ
ァ
ン
が
増

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ユネスコ世界無形文化遺産への登録を目指す「石取祭」

　

東
海
道
の
名
称
の
由
来
は
、
古
代
の
律
令

制
国
家
の
行
政
区
域
に
由
来
す
る
。

　

街
道
と
し
て
の
歴
史
は
、
徳
川
家
康
が
慶

長
6
年（
１
６
０
１
年
）に
定
め
た
宿
駅
制
度

に
始
ま
る
。
江
戸
日
本
橋
か
ら
京
の
三
条
大

橋
ま
で
の
間
の
宿
場
ご
と
に
53
回
の
荷
物
の

継
ぎ
替
え
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、「
東
海
道

五
十
三
次
」と
呼
ば
れ
た
。

　

桑
名
は
慶
長
６
年
に
徳
川
四
天
王
の
一
人

で
あ
る
本
多
忠
勝
が
入
封
し
、
大
規
模
な
築

城
と
城
下
の
整
備
が
行
わ
れ
、「
七
里
の
渡

し
」
の
築
港
工
事
も
完
成
。
本
多
氏
が
播
磨

へ
転
封
後
は
、
久
松
松
平
家
が
入
封
。
途
中

奥
平
松
平
家
を
経
て
、
幕
末
ま
で
桑
名
藩
を

統
治
し
た
。

一
口
メ
モ

東海道

企
画
協
力: 

全
国
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道
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流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
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